
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

法人事業について                      理事長 沢田 一郎 

皆さま方には、日頃より当法人事業にご理解とご支援をいただきありがとうございます。 

「こども園」２園は４月から「保育園」から「こども園」へ名称を変更し、半年が経過し 

馴染んできた感があります。保育園当時から利用される対象児の範囲が広がり、一層地域に根ざす「こ

ども園」として様々な活動を通して、子どもたちの成長を支援する場であり続けたいと考えています。 

児童発達支援事業「かるがも園」の機能強化も大きな課題です。今後はさらに専門的なスタッフのも

と、子どもの発達を支援し、ご家族への支援を行うセンター的な役割を果たしていくことが求められま

す。津島市から移譲を受けた施設は老朽化もあり、早期の改修を行う必要があります。引き続き、市と

連携してこれらの課題に取り組んでいく予定です。 

障がい福祉サービス事業では、特にグループホームの支援内容の強化や新しいホームの整備が求めら

れています。現在運営しているホームにおいて、年間を通して開所し、安定して生活できる体制づくり

が課題です。支援スタッフの不足から要望に添えていない状況がありその充足が課題となっています。

一方で、ホームをまだ利用されていないご家族からは新設の要望もあり、こちらも前に進めていかなけ

ればなりません。 

支援スタッフの不足という福祉現場全体の課題に対して、エッセンシャルワーカーと称される私たち

の仕事の魅力を外部に発信しつつ、職員が安定して長期にわたり利用者に関わっていける多様性のある

職場環境づくりに取り組んで行く必要があると考えています。今後ともよろしくご支援いただきますよ

うお願い申しあげます。 

 

 

～個々
・ ・

のカラー
・ ・ ・

を、ここ
・ ・

から
・ ・

発信します～ 
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唐臼こども園 園児の作品 



 

生活介護事業のご紹介 ～しらさぎ福祉園～    管理者 松永 信行 

新型コロナ感染症が2年以上経過した現在、ようやく新規感染者数の減少も顕著になってきま

した。7・８月には本園でも利用者・職員で複数名、陽性者が出たこともあり、その頃を振り返る

と、まだまだ感染防止には気を付けなければならないと感じております。障害のある人達は健常

者と言われる人達と比べ基礎疾患のある人が多いといわれる中での感染防止対策ということで

様々な活動の制限を余儀なくされています。このような状況の中「しらさぎ福祉園」におきまして

も、様々な面に配慮しながら少しでも利用者並びに家族の方々の理解や協力が得られるように取

り組んでいるところです。 

そのような中、ここ2年、各種自主製品等の制

作・販売の規模を縮小していましたが、少しずつ

再開を始めております。「ゆめひろば」は昨年度

から週3日の営業でしたが、週5日の営業に戻

りました。これまで、毎日ここで休憩を取られて

いた利用者さんも喜んでいますし、外部からのお

客様にも残念な思いをさせることがなくなりま

した。 

自主製品では、「手織り作業」も新たな担当職

員・利用者さんで作業を再開しております。初めて

織り機に触れる方も久しぶりの方も、皆同じように

基礎から学びながら進めていますが、今から作品になるのが楽しみなようです。また、これまで

「ゆめひろば」や「ヨシヅヤ本店」「市役所」等で販売活動をさせていただいていますが、今後は

それら以外でも販売できるよう考えております。少しでも多くの方にしらさぎ福祉園の製品を見

て、触れて、使っていただければ幸いです。 

コロナによる制限はまだまだ続きますが、その中で楽しく生活できるように様々なことにチャ

レンジしていきたいですね。 

 

各施設長より しせつだより  

【久しぶりの手織り作業】 【津島市役所でのパン販売】 

【ゆめひろばでくつろぐ利用者さん】 

―２― 



～ほんわか・ほっこり・ほほえましい～

そんな一場面をお届けいたします！

神島田こども園

自分で作った風車を使っ

て、どこの場所で回るか

探したよ！！「ここで回

るよ！」「どれどれ？本

当だ！」

公園でリフレッシュ！

最高の笑顔です☆

「明日の準備は私の担当

…。」

いつもお世話になって

おります。

ヘルパーさんのお手伝い

してくれるのかな？

ホームヘルプステーション
彩雲館ケアホーム

お誕生会の１枚。

主役はご満悦です☆

家族参観を行いお父さんに

プレゼントを作りました☆

かるがも園

かわいいちょうちょ！

私の手のひらにとまり

ました♪

唐臼こども園

しらさぎ福祉園

第二回となる運動会を

５月２８日に開催しま

した。笑顔いっぱい、

大盛り上がりでした！
彩雲館

しらさぎケアホーム

－３－
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  永美福祉会では、利用者様や園児の皆様が安心・安全に楽しく通っていただけるようにさまざまな 

活動を行っています。今回は食事について焦点を当て、それぞれの事業所がいろいろな形で行っている 

「食を通しての取り組み」をご紹介します。 

給食は、子どもたちが食べ 

やすいように食材を細かく 

切ったり、甘めの味付けに 

したりしています。 

また、様々な調理ができる‟スチームコンベクション 

オーブン”菌が付着するのを防ぎながら冷却を行う 

‟ブラストチラー”を使うことで、野菜などの栄養素

が流れにくく、細菌も防ぐことができているので安心

で美味しい給食を提供しています。「美味しかった

～！」と子どもたちが言いにきてくれることが励みに

なっています♡ 

 

 

 

 

 

 

 

入居者さんにとって 

「食」は大きな楽しみの 

一つであり、健康な生活を 

サポートする上で非常に重要です。 

しらさぎケアホームでは 

これまで毎日の「食」を見直し、楽しく、 

充実したものを提供したいと考えてきました。 

利用者様が住み慣れたご自宅 

で安心して暮らせるように 

ホームヘルプには様々なサービスがあります。 

生活の質を維持するために重要なことの一つである

「食事」を家事援助でお手伝いしています。 

 

－４－ 

食事は、健康で元気の 

源であるとともに何より 

「楽しい」場であってほしい 

と思います。大好きな味や 

香りを楽しみ、人と「おいしいね」って共有できたら 

幸せだろうな。感覚的に食べられなかったものが 

「大丈夫！」になっておいしさに気づけたり、 

スプーンで食べてる僕って格好いいって思えたら 

素敵だろうな。 

こんなふうにお子様の 

幸せを願い、成長に 

合わせて、食事を通して 

生活が豊かになる支援 

をしています。 

 

そこで昨今、農福連携が注目 

される中で今年度は「食」を 

テーマに掲げ、野菜を栽培して 

いる福祉事業所と提携をして、 

無農薬・自然栽培で栄養価も 

高く安全な旬の野菜を購入し、 

提供できるように進めて 

います。 

 

これからも調理員一同 

笑顔を引き出す、美味しい 

給食を作っていきたいと 

思います。 

 

 

 

ヘルパーが調理・配膳・片付け 

など行いますが、利用者様の希望 

に合わせてメニューを決めたり 

材料を出していただき 

「食べる楽しみ」を引き出せる 

よう支援しています。 

 



 

 

利用者の方の昼食については、ご持参いただくか、 

外部業者（マザーキッチン）で注文した物を食べて 

いただいています。 

 

調理員さんが毎日栄養 

バランスを考えた給食を 

作ってくださっています。 

特にお肉の日は「今日の昼食は唐揚げです！」と笑顔

で言われ、嬉しそうな様子で給食の時間が来るのを待

っています。調理員さんが勤務を終え帰られる際、「今

日のご飯も美味しかったよ！」と自分から話し掛けら

れる利用者さんもいます。 

 

 

自分たちで苗植えし、 

育て収穫した玉ねぎ！ 

とっても沢山収穫できました。 

おかか和え・スープ・カレー・オニオンリング等、色々

な玉ねぎを使ったメニューに変身！自分たちで育てた 

野菜は特別で、カレーもいつもより玉ねぎの甘みが増し

て美味しかったのか、沢山の子がおかわりをして食べて

いました。給食に入れてもらう玉ねぎは、自分で皮を剥

きました。 

 

 

 

契約業者から食材を提供 

してもらい、ホームで調理をして 

入居者の皆さんに食事の提供をしています。   

和食、洋食、中華とメニューも幅広く毎日違った内容

になっているので入居者の皆さんも毎日の食事を 

楽しみにしてくれています。 

 

食事の際には、 

感染対策を考慮し 

間隔を空けています。 

 

 
 

 

おかず等のカット 

を行い、利用者の方が 

食べやすい工夫を 

しています。 

 

『実体験を大切に！』 

これからも色々な野菜 

を育てて子どもたちと 

味わいたいと思います。 

 

 

それぞれの特性や身体状況等に配慮して一口サイズ

にカットしての提供も行っています。 

 

 また、身辺自立の一環 

で配膳や下膳、机拭き 

等を自身で行って 

もらっています。 

 

 

調理員さんと直接関わる

時間は少なくても 

『食を通して』繋がって 

いる姿、素直な言葉に 

嬉しくなります。 
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  新しい法人ホームページが公開されました！ 

  各施設で行っていたホームページの更新も、 

 法人ホームページに集約されています！ 

  また、各施設の採用情報等も随時更新。 

  法人の思い、働き手の気持ち、利用者の方々の様子、各施設からの 

 ご案内、永美福祉会のすべてがわかるホームページとなりました。 

  広報誌や施設内のお便り以外の情報も、随時更新されますので、 

定期的にチェックしてくださいね。 

 発行   社会福祉法人永美福祉会 広報委員会 
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唐臼こども園 

★所在地 〒496-0026 

津島市唐臼町郷裏55 

★電話 ：0567-32-2126 

★ＦＡＸ：0567-32-2328 

 

神島田こども園 

★所在地 〒496-0025 

津島市中一色町東郷4 

★電話 ：0567-31-0672 

★ＦＡＸ：0567-31-1805 

 

 

かるがも園 

★所在地 〒496-0045 

津島市東柳原町 3-69 

★電話 ：0567-27-3915 

★ＦＡＸ：0567-27-3916 

 

 
しらさぎ福祉園 

★所在地 〒496-0004 

津島市蛭間町弁日177 

★電話 ：0567-25-8226 

★ＦＡＸ：0567-27-4080 

 

 

しらさぎ 

ホームヘルプステーション 
 

★所在地 〒496-0004 

津島市蛭間町弁日176 

★電話 ：0567-24-7729 

★ＦＡＸ：0567-24-7799 

 

 

彩雲館 

★所在地 〒496-0863 

津島市上之町1-54-2 

★電話 ：0567-24-7111  

★ＦＡＸ：0567-28-5551 

 

 

しらさぎケアホーム 

しらさぎホーム 

  しらさぎ第２ホーム 

しらさぎの家 

しらさぎハイム 

V6 

彩雲館ケアホーム 

七彩ホーム 

 

しらさぎ相談支援事業所 

法人事務局 

永美福祉会 事業所紹介 

法人ホームページ紹介 
 

法人マスコットキャラクター

「ながみん」です☆ 

 

編 集 後 記 

実家の額に書かれた文字に目が行き、母に何と読むのかと尋ねたところ 

文字の雰囲気が良かったため購入したとのこと。２人で額を見上げながら 

「ひび？これ？…」などと言い合い、最後はスマートフォンに頼りました。 

『日日
にちにち

是
これ

好日
こうにち

』 

嫌なことがあっても、それをどう受け止めるのかは私たちの心次第。 

毎日を『好日』（よい日）と感じるのは私たち自身。という意味だそうです。 

『事実は一つ、解釈は無数』とあるように、ポジティブ思考が 

日常の些細な事柄を、かけがえのない日『好日』にするのでしょうね。 

この広報誌も、今読んでくださっている皆さまの『好日』ツールのひとつ 

となれば嬉しいです。 

～ 『こ こ か ら』を通して、皆さまとのこ
・

 れ
・

 か
・

 ら
・

を ～ 

                 広報委員会 一同 

 

《永美福祉会ホームぺージより》 


